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　「女性は不妊症が増加する35歳くらいまでに妊娠するのが理想的」というのが医者の
立場からの一番の助言です。それでも現代を生きる女性は結婚が30歳を超えることも多         
く、35歳を過ぎれば卵子の老化が進行し、妊娠力が低下してしまうのが現実です。
  高度生殖補助医療の技術進歩は日進月歩で、女性が社会的キャリアを積みながら、将
来は子供を授かるライフプランニングを可能にし始めています。

Q.どうして35歳を過ぎると妊娠しにくくなるのですか？
A.女性の体内にある卵子の数は、35～37歳を境に急激に減少し、妊娠率も下がるためです。（図を参照）

Q.卵子凍結保存により、女性が高齢になっても妊娠できるチャンスが高まるのですか？
A.健康な女性が、将来の結婚、妊娠に備えて35歳までに卵子を凍結保存することは、女性のライフプランに余
裕を持たせることができます。特に、2006年以降、卵子や受精卵の凍結保存で本格的に導入されるようになっ
たガラス化保存法は、凍結して解凍した後の細胞の損傷が少なく、高い確率で体外受精が成功できるようにな
りました。

Q.卵子はいつ凍結保存すればよいのですか？
A.まだ結婚していない段階で、将来は妊娠を希望する時
や、強い抗がん剤治療によって卵子や卵巣機能を衰えさせ
る以前です。他に、遺伝などで早期の更年期障害が発症す
る可能性がある時などです。

Q.35歳までの卵子を凍結保存しなければならないのですか？
A.先天的な病気の回避や健康な卵子であることを考慮す
ると、35歳までがベストです。

Q.凍結した卵子は何年くらい保存できるのですか？
A.何年でも保存できますが、母体が高齢になり過ぎても妊娠率が低下します。例えば、35歳で卵子を凍結保存
した場合、やはり5～10年以内に妊娠するのが理想的です。

＊フェルチクリンの中野英二医師に解説いただきました。
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